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2011年1月1日隔月1日発行第254号発行ハンド・イン・ハンド
ハンドの会活動報告（10～12月）
ハンドの会は、会員のみなさんと作り上げτいくネットワークです。
こんなことがしたい！あんなことをしてほしい、などありましたら事務局
まT’　“連絡ください。みんなで知烹を出しあえば、気持ちを分け合えば．
寒い冬もへっちゃら♪手に手をとりあって、前に進んでいきましょう！
⑫棘＝コ＝コ纐髄レポート
「児童虐待からお母さんを守れ！ひとり親をひとりっぎりにしない知講と情報・ネットワーク」
　10月23日（土）、ゲストに児童虐待防止全国ネッ
トワーク理事長の吉田恒雄（よしだつねお）ざん、
社会福祉法人杉の子会　エイビイシイ保育園園長の片
野清美（かたのきよみ）ざんをお迎えして麹町区民
館で開催しました。
　大阪二幼児遺棄致死事件など、ひとり親のお母ざん
が子どもを虐待して死に至らしめるという悲しい
ニュースが新聞やテレビをにぎわしています。そんな
むごいことをする状況にお母ざんを追い込まないため
にはどうしたらよいのか、専門家お二人と円代表、会
場の参加者がいっしょに考えました。
　まず虐待が起きる背景として、ますます増える離婚
と、30年一向によくならない母子家庭の経済状況が
あること、いまだに結婚を人生の全てと考えがちな日
本文化があることを円よりお話しました。吉田ざんか
らは年間50～70件にも及ぶ虐待の現状や特徴、防
止法について専門家の観点から伺いました。悲しいこ
とですが実母による虐待が一番多く、身体的虐待は幼
児がほとんどを占めており、年齢により虐待の内容は
異なっています。要因としては、親のストレスが子ど
もにむかってしまっていること、そういう状態に親が
なったときに相談したリ手をざしのべてもらえる環境
が、ひとり親にかぎらずなくなっていることがあると
いうことです。行政も、「こんにちは赤ちゃん事業」
や訪問指導、保育所入所、住宅支援など、子育てを応
援し虐待を防止するための施策を行っているが、それ
だけではカバーしきれません。子育てに困っている人
がいたら声をかけるとか、通報をするなど地域が見守
ることが大切。本人も、抱え込まずにバンザイをして
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助けを求め、児童相談所や保健センター、民間の支援
機関に頼るとか、子育ての仲間作りをするなど、我慢
をしないことが一番ということです。
　片野ざんからは子育ての現場経験から、行政の手が
届いておらず、親の就労支援や自立支援がもっと必要
とざれていること、また地域が親を支援するならば、
支援ざれた親が今度は地域を支援する側に育ってくれ
ることをお話いただきました。
　参加者の方から、日本の「耐える」ことを賞賛する
文化がお母ざんに一人で抱え込ませているのではない
か、地域での支えあいがもっと必要、児童相談所が本
来の子育て専門機関としての役害1」ではなく親子分離の
機関になっている、などざまざまな意見が活発にかわ
ざれました。
　行政や誰かが動くのを待つのではなく、ひとりひと
りが自分にできることを今すぐに始めれば児童虐待は
近いうちにきっとゼロになるはずです。　　　（満木）
　　　　　　　　　　公的支援をいくつかご紹介しSV・一人・きりで抱斌勇気を些三｛璽イ鰭蘇～難凱。も’
①母子家庭等日常生活支援事業　　　　　　　　　　　　　③子育て短期支援事業
母（父）子家庭・寡婦が、修学等の自立を促進するために必要な事由（1）短期入所生活援助（ショートステイ）事業
や疾病などの事由によリ、一時的に生活援助・保育サービスが必要な保護者が、病気などにより一時的にお子ざんの養育が困難になったと
場合や、生活環境の激変によリ日常生活を営むのに支障が生じているきにそのお子ざんを児童福祉施設において一時保護し、養育の支援を
場合に、家庭生活支援員を派遣して食事や身の回りの世話などを行う。します。
【お問合せ先】お住まいの市町村福祉担当課
②ファミリーサポートセンター
地域において育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会員とな童福祉施設においてお子さんに生活指導・食事の提供等を行い、養護
リ、助け合う会員組織で、設立運営は市区町村が行っています。
【お問合せ先】お近くのファミリーサポートセンター
（財）女性労働協議会のHPから検索でぎます。　httpV／www．jae…．or．jp／index．php
（2）夜間養護等（トワイライトステイ）事業
保護者が仕事などで帰宅が恒常的に夜間にわたる場合や休日に不在な
どの場合等で、お子さんの生活指導等養育面に困難が生じる場合、回
します。
【お問合せ先】お住まいの市町村福祉担当課
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